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2020年 3月 5日

厚生労働大臣 加藤 勝信 殿

総務大臣  高市 早苗  殿

文部科学大臣 萩生田 光一 殿

財務大臣 麻生 太郎 殿

日本医療労働組合連合会

中央執行委員長 森田しのぶ

要請書（追加分）

国民のいのちと健康をまもるために、ご奮闘されていることに敬意を表します。医療機関や介護・福祉

の職場で働いている労働者の労働組合として、新型コロナウイルス対策に関連して以下の要請項目を追

加させていただきますので、誠意あるご対応をお願いします。

記

１．感染の有無を調べる PCR 検査体制の確立と保険適用を急ぎ、医師が必要と判断した国内にい

る全ての方が検査および治療ができるような対策を早急に取ること。 

２．受診抑制の根本原因でもある、国保証の取り上げを止めてすべての加入者に届け、患者窓口

負担を引き下げること。 

３．2020 年度予算を見直し、いま必要な感染症病床の確保と、公立・公的病院をはじめ、協力す

るすべての医療機関や介護・福祉施設が充分な感染症対策が行えるよう、公的資金による財政支

援を行うこと。 

４．すでに活動している DMAT などで派遣されたスタッフの、事前・事後の検査体制やフォローを

充分に行うこと。また、雇用調整助成金制度を柔軟に活用できるようにし、感染症の影響による

休業時の保障や、罹患時の保障を行うこと。 

５．感染症の拡大や災害支援など、不測の事態においても充分な対応が可能となるように、現場

の実情とかけ離れた医師・看護師の需給推計を見直し、医師・看護師・介護職員などの大幅増員

を行うこと。 

６．医療機関や介護・福祉施設へ、マスクや消毒液などの衛生材料が充分に行き渡るように早急

な手立てを行うこと。 

７．保健所の増設と機能強化、公立・公的病院等の再編・統合計画を中止し、地域の意見を十分

に踏まえて、感染症病床を含む必要な病床を確保すること。 

８．子育て中の職員の休業を保障するために事業縮小した際の財政補填と、休業を余儀なくさ

れた職員の賃金保障を行うこと。 

９．看護職員が出勤できないことにより、配置基準要件割れを起こす可能性が高まることから、

３月及び４月については、算定基準要件の緩和もしくは猶予を行うこと。 

以 上 

25


